
PLCとkintoneをつなぐデータ連携ソフトウェア

kintone PLC connector 2
KPC2

現場のデータを、もっと身近に
kintoneで見える化・記録・活用



現場の情報収集に、
まだ「手作業」が残っていませんか？
設備データをkintoneで活用するには、設備とkintoneをつなぐ仕組みが必要です。
CSV出力や手入力に頼った運用では情報収集に手間がかかり、
データ活用のスピードも上がりません。

収集
設備データを、人が取りに行っている
異常・稼働・実績などの情報を、
HMI画面の確認やCSV出力などで収集している。

登録
集めた情報を、kintoneへ手入力している
収集したデータを転記。入力しているため、
入力漏れやミス、情報共有までのタイムラグが発生する。

反映
kintoneの情報を、設備へ手作業で反映している
処置結果や設定情報をPLC側で利用するために、
再入力や個別の連携処理が必要になっている。

KPC2は、PLCとkintoneの間に残る「手作業」を自動化します。
設備データのkintoneアプリへの登録・更新から、

kintoneアプリ情報の設備への反映までを自動化します
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kintone PLC connector 2
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PLCとkintoneをつなぐKPC2
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PLCとkintoneをつなぐ、
現場のデータ連携レイヤ
異なるメーカーのPLCを登録し、kintoneのフィールドとPLCメモリを
ルールで対応付けます。

三菱電機
SLMP

OMRON
FINS/TCP

KEYENCE
上位リンク

Siemens
S7/TCP

KPC2
kintone PLC connector 2

ルール設定でPLCとkintoneを接続

POST/PUT

GETM

フィールドマッピング

kintoneのフィールドコードと
PLCアドレスを対応付け

トリガとコマンド

条件に応じて
POST / PUT/GETなどの
APIを実行

検索・ソート

取得条件を指定して
必要なレコードを取得

Q/Lシリーズ、IQ-R、IQ-F

CS/CJ/NJシリーズ、NX102

KVシリーズ

S7-1200、S7-1500シリーズ
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3つの特長
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KPC2の3つの特長
設定画面で連携内容を構成し、PLC側のデータとkintone側の業務情報を相互に
活用します。

３ 複数メーカーPLCを、ひとつのKPC2で接続
三菱電機・OMRON・KEYENCE・Siemensなど、
主要なPLCの通信方式に対応。
メーカーごとに別の連携ソフトを用意する必要がありません。

２ POST/GETで双方向にデータ連携
PLCのデータをPOSTでkintoneへ登録
kintoneのレコード情報をGETでPLCメモリに書き込み

1 ルール設定で連携を構築
トリガ、コマンド、フィールドコード、
PLCメモリアドレスなどを設定し、
個別のプログラムを作成することなく、
PLCとkintoneの連携を構築できます。
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ルール設定画面
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kintoneのフィールドとPLCメモリを画面上で関連付け
基本設定・フィールド設定・絞込み条件・ソートまで、
1つの画面でルールを構成します。

1 基本設定

2 フィールド設定 3 絞込み条件

4 kintoneアプリ情報

1 APP No. / PLC No. / Trigger / Command
連携するアプリとPLCを選択し、トリガー、
APIの種類（POST、PUT、GET)を設定。

2
Field Code / Field Value

kintoneのフィールドコードと
PLCアドレスを関連付け。

3
Query / Sort

レコード取得時の取得条件、
ソート項目・昇降順を設定。

4
アプリ構成を確認

設定に使用するアプリ情報を、
アプリフォームプレビューで確認。

ＫＰＣ２新機能
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POST設定事例
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設備の異常を、kintoneへ自動記録
PLC側のトリガを起点に、異常情報をkintoneのレコードとして登録。
設備保全業務に使用する異常履歴データとなります。

使用事例：１



kintone PLC connector 2
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GETM設定事例
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異常に対する処置内容を装置側で利用
kintoneに追加した情報をPLC側でも利用出来ます。
作業者が入力した処置内容を現場のHMIから確認できます。

使用事例：２
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製品仕様・動作環境
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製品仕様・動作環境
KPC2を導入するPCの動作環境と、主な対応仕様です。
設備環境・ネットワーク構成をご確認のうえ導入してください。
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型式・ライセンス・価格情報
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型式・ライセンス・価格情報
KPC2は買い切りライセンスです。月額・年額の利用料金は不要で、
購入後は継続してご利用いただけます。
同一メジャーバージョン内のアップデートは無償で、
マイナーバージョンの機能改善も追加費用なくご利用いただけます。

※ 表示価格は税別です。
※ バージョンアップライセンスは、対象となる旧バージョンの正規ライセンスをお持ちのお客様向けです。
※ kintone はサイボウズ株式会社の登録商標です。
※ 記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。
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現場のデータを、もっと身近に。
kintoneで見える化・記録・活用。

製品に関するお問い合わせ

株式会社ミナテック

※仕様・画面・対応範囲は、予告なく変更される場合があります。
※kintoneはサイボウズ株式会社の登録商標です。その他、記載の会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。

2026年10月
カタログ番号：KPC2-C-01

kintoneソリューション推進室
TEL: 0748-64-9045
(受付時間 9:00 ～ 17:00)


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10

